第四小学校学習発表会　6年生が取り組む「どや節」と「斎太郎節」の資料（OH！ジーンズ作成）
1．「どや節」と「斎太郎節」の歌詞を声に出して読み、風景を思い浮かべてみよう。詩のリズムを味わってみよう。
	どや節　(宮城県）　
	（掛け声）
	＜キーワード＞

●凪（なぎ）とは？
風がやんで波がなくなり、海面が静まること。朝凪や夕凪。
●端島（はしま）ってどこ？
松島湾の南東の端の島の「波島」。波島の先は外海で、昔からマグロ漁の漁場。
●大鮪（おおしび）小鮪（こしび）って何？
鮪（マグロ）のこと。
●「唐丸（とうまる）に満船（まんせん）」とは？
唐丸（とうまる）とは唐丸籠（とうまるかご）のこと。大漁の鮪を、円筒形の大きな竹籠に入れて漁船（当時は帆掛け舟）に満載している様子。
●現代の塩釜（塩竃）港と三陸沖のマグロ漁について（東日本大震災前）
塩竈は近海マグロ漁の水揚げ基地として全国的に知られている。マグロは、初夏から三陸沖に群れで姿を現す。例年、５月から12月にかけて、本まぐろ、めばち、びんなが、きはだなど、様々な種類の生鮮マグロが大量に水揚され、特に、生鮮めばちまぐろの水揚量は、日本一を誇る。
●五大の橋とは？
五大堂にかかっている橋。この橋に腰掛けて、大漁の漁船が端島のほうから松島湾に走りこんで来るのを眺めている。
●真帆（まほ）、片帆（かたほ）とは？
帆かけ船は、風向きや進む方向によって、帆をあやつって進む。
片帆とは：横風を受けて帆走するとき、風をはらませるために、帆を一方に傾けて張ること。真帆とは：追い風を全面に受けて十分に張った帆のこと。
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「どや節」は、宮城県の松島あたりから気仙沼あたりにかけて、三陸沿岸の港から漁船が出漁する時に大漁を祈念して唄う予祝唄（ことほぎうた）。“歌い手”と“掛け声”が力強く呼応します。漁業の町・三陸地方の再生・復興を祈って、みんなで声をあわせて歌いましょう。
「どや」の語源は、この唄が「たたら唄」「銭吹き唄」から来たことから製錬場を意味する烔屋（どうや）から生まれたとか、大漁祈願の神事を執り行う家＝当屋（とうや）が変化したとか、艪押しの掛け声「トーヤトット」から出た、など諸説あります。
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ぶし),節)（宮城県）代表的な歌詞。他にもたくさんの歌詞があります。
●EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まつしま),松島)の　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ずい),瑞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(がんじ),巌寺)ほどの　（ハー　コリャコリャ）
寺もないトエー（アレワエーエ　エイトソーリャ　大漁だエー）
●前は海　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(うしろ),後)は山で　（ハー　コリャコリャ）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(こまつばら),小松原)トエー（アレワエーエ　エイトソーリャ　大漁だエー）
●EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(いしのまき),石巻)　その名も高い　（ハー　コリャコリャ）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ひよりやま),日和山)トエー（アレワエーエ　エイトソーリャ　大漁だエー）

●EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(にしひがし),西東)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まつしま),松島)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(としま),遠島)　（ハー　コリャコリャ）
目の下にトエー（アレワエーエ　エイトソーリャ　大漁だエー）

	＜キーワード＞

●瑞巌寺（ずいがんじ）
国宝・瑞巌寺は、伊達政宗の菩提寺として知られる有名な寺。東日本大震災では、松島湾の島々が緩衝材になり津波の威力を和らげたために松島町は比較的被害が少なかったといわれている。地元の人たちは、3月11日のあの日、「津波が来るから瑞巌寺へ行け！」と叫んでいたそうだ。山門近くまでは水が来たが境内に水は入らず、避難所になった。
●小松原（こまつばら）
瑞巌寺の前は海、後ろは山。昔、瑞巌寺の住職であった雲居禅師が、砂防林として植えたのが松原のはじめといわれているそう。
●石巻（いしのまき）の日和山（ひよりやま）
東日本大震災で甚大な被害を被った石巻市の、旧北上川の河口付近に日和山がある。「その名も高い」と歌われているのは、江戸時代に松尾芭蕉が立ち寄ったことで有名になったから。標高は約60ｍ、津波はこの日和山は飲み込まなかった。山の名は石巻から船が出航する前に、この山に登って天候（日和）を観察したことからついたという。
●遠島（としま）とは
 石巻湾の南東に張り出す牡鹿半島突端の金華山付近には大小十の島々があって、これを俗に十島と呼ぶ。この十島にいつしか遠島（としま）の字があてられる。日和山の目の下に、西の松島から東の十島（遠島）が連なっている様が歌われている。


もともとは、「気仙坂（けせんざか）」という岩手県の祝い歌（岩手県）が、踏鞴唄（たたら唄＝タタラ職人の作業唄）や歳徳神（その年の福を司るサイトク神）を祀る祝い唄に転用され、その「サイトクシン節」が「サイタラ節」になり、さらに伊達藩の銭座（銭を作る鋳銭場）のタタラ職人の暴動の罪で遠島に流され漁師になった美声の職人“斎太郎”の伝説と結び付いて「斎太郎節」になったなどと言われています。昭和の初め、「東北民謡の父」と称された後藤桃水(1880-1960)が、牡鹿（おじか）半島の漁師が唄う「斎太郎節」を聴いて唄を工夫。歌詞を“お国自慢ソング“として格調のある詩に改めました。そして「どや節」を「斎太郎節」の前につけ、「遠島甚句」を後ろにつける三部構成にしたものを昭和６(1931)年、ＮＨＫ仙台局の開局記念に発表。昭和28年のNHKのど自慢では「斎太郎節」と「遠島甚句」を組み合わせた「大漁唄い込み」が優勝して有名になり、日本を代表する民謡になりました。「どや節」と「遠島甚句」をセットにして歌うこともあります。
今回の学習発表会では、「どや節」と「斎太郎節」をメドレーでつなぐ構成に取り組み、掛け声やおハヤシも入れてみましょう。
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2．地図で場所（歌の舞台）を確認しよう
宮城県北部の沿岸地方
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